平成13年度　第1回特定調達品目検討委員会議事概要

 eq \o\ad(日時,　　　　　　　)： 平成13年8月10日（金）　14時～15時30分

 eq \o\ad(場所,　　　　　　　)： 法曹会館　高砂の間

 eq \o\ad(出席委員,　　　　　　　)： 奥村委員、乙間委員、永田委員、中山委員、藤村委員、山本委員（座長）





（五十音順、敬称略）

 eq \o\ad(議事,　　　　)：１．特定調達品目等の検討の進め方について

　　　　　２．各府省等の調達方針について

　　　　　３．その他

＜委員からの主要意見＞

グリーン購入法特定調達品目に関する提案募集について＜資料１＞

○公共工事について

公共工事に関する資材等の提案募集については、国土交通省と連携を密にして行うこと。

· 役務について

提案募集において、役務も含むとなっているとの趣旨が伝わるよう、さらに広報を行うこと。

役務については、ぜひ本年度の検討の目玉とすべき。

役務の背後に物品の購入を伴っており、役務のグリーン購入を通じて環境物品の購入・利用促進を図ることができるため、アイデアを出し合う。

提案募集においても、その趣旨が伝わるよう、さらに広報を行うこと。

本年度の検討に当たっての留意事項＜資料２＞

· LCAについて

LCAによる製品評価を完全な形で実施することは、現時点では困難。（⇒各種データの蓄積状況を見極めつつ，今後の検討課題とする旨回答。）

○広報について

例えば東海道新幹線でグリーン購入に関するテロップを流したことは大変効果的な取組であり、今後も各種広報を続けていくべき。

環境物品等の調達の推進を図るための方針の概要＜参考資料＞

本資料は、各府省等の取組みを一覧するものとしては役に立つが、とりまとめ、公表に当たっては，各府省等固有の事情ができる限り反映されるよう工夫をすること。

国の調達実績について、できる限り早い時期にフォローアップを行い、国によるグリーン購入が市場に与えた影響についてもできる限り把握すること。さらに諸外国政府のグリーン購入については引き続き調査を続けること。　　　　　　
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